
定 例 公 安 委 員 会 開 催 概 要

１ 開催日

令和７(2025)年７月９日

２ 開催内容

次の議題について、警察本部から説明・報告がなされ、決裁等が行われた。

■全体会議

【公安委員会から】

冒頭、委員から、

「７月は１年の折り返し地点であり、各部で上半期の取組について、進捗状況等をまと

めていると思うが、高い目標を実現するためには、多くの職員が共通の考え方を理解し、

賛同し、共有していくことが大切だと考えている。この振り返りの時期に、改めて、今

年の重点として掲げているものを確認し、現状の分析と今後の対策について、強化と改

善に取り組んでいただきたい。組織が一丸となって取り組んだ結果は、どのようなもの

であっても、職員にとって次の取組のモチベーションにつながるものである。また、幹

部の皆さんには、このような機会に自身の思いを熱く語るなどして、リーダーシップを

発揮していただきたい。公安委員会として、下半期の県警察の取組に大いに期待した

い。」

旨の発言があった。

【生活安全部議題】

○ 警察庁指定広域技能指導官（通信指令）による実践指導の実施結果について

警察本部から、「警察庁指定広域技能指導官による実践指導の実施結果について報告す

る。実践指導は、令和７年６月26日及び同27日に行われ、２日間で、対面受講者25人、オ

ンライン受講者21人の計46人が受講した。指導は講義と実技に分かれており、講義は110

番受理の重要性や受理要領のポイント等に関する教養、実技は事案想定に基づき行われた。

本実践指導は毎年行われていることから、引き続き、他の訓練と合わせ通信指令技能の向

上を図ることとしている。」旨の報告があった。

《 委員発言 》

「実技指導は目指す目標をイメージできるので効果が高い。重要な業務なので繰り

返し訓練していただきたい。」

【交通部議題】

○ 「令和７年度夏の交通事故防止県民運動」の実施について

警察本部から、「『令和７年度夏の交通事故防止県民運動』の実施について報告する。

この運動は、『岩手県交通安全対策協議会の正しい交通ルールを守る県民運動』の季節運



動として、７月15日から24日までの10日間、暑さや長距離運転による過労に起因する交通

事故や、夏休み中の子供が関係する交通事故の防止を目的として、交通ルールの遵守と交

通マナーの実践の徹底を図ろうとするものである。運動の重点、スローガンは、『守ろう

よ チャイルドシートで 子の未来』であり、過労運転の防止、チャイルドシート等の正

しい着用など４項目を重点とした活動を推進する。交通事故死者数こそ減少してはいるも

のの、人身交通事故件数及び負傷者数とも県全体で増加していることから、今回の運動で

は、夏季に増加傾向が顕著な正面衝突や路外逸脱事故など、車線を逸脱する事故を防止す

るため、パトカーや警察官の姿を見せる目立つ街頭活動や、主要幹線道路における速度違

反などの取締りを強化するとともに、関係機関・団体と連携したシグナルストップ作戦等

を通じて、運転者に緊張感を持たせる活動を推進していくこととしている。また、各警察

署では、運動期間中、関係機関・団体と連携し飲食店を訪問しての飲酒運転根絶啓発活動

や、交通安全パトロールなど交通事故防止につなげる活動を計画している。このほか、夏

季は二輪車事故の発生も懸念されることから、19日には道の駅や高速道路のサービスエリ

ア等二輪車が多く立ち寄る場所における県下一斉の啓発活動を実施するなど、各種活動を

通じて県民の安全意識を高め、交通事故防止に取り組むこととしている。」旨の報告があっ

た。

《 委員発言 》

「暑さに注意して、児童や高齢者のほか、外国人旅行者が関係する交通事故も起き

ないよう取り組んでいただきたい。」

【警備部議題】

○ 警察職員の援助要求について

警察本部から、「令和７年７月11日、第27回参議院議員通常選挙に伴う選挙応援のため

来県する石破茂自由民主党総裁・内閣総理大臣の警護を予定しているところ、警護に万全

を期すため、関係県の公安委員会に対し、援助の要求を行い、警察職員の特別派遣を受け

るものである。」旨の説明があり、決裁した。

○ 専決事務処理状況（令和７年４月～６月）について

警察本部から、「令和７年４月から６月までの間における専決事務処理状況について報

告する。初めに、小型無人機等の飛行に関する通報受理件数であるが、令和７年４月から

６月までの通報受理件数は合計３件で、前年同期比マイナス１件であった。いずれも、自

衛隊員が自衛隊敷地上空において小型無人機の飛行訓練を行うためになされたものであ

る。次に、集団行進及び集団示威運動に関する専決事務処理状況についてであるが、集会

の届出受理件数は21件であり、前年同期比で１件増加、集団行進・集団示威運動の許可申

請件数は44件であり、前年同期比で１件減少している。許可申請を受理した後、不許可処

分としたものや許可を取り消したものはない。」旨の報告があった。



【警察学校】

○ 令和７年度岩手県警察学校オープンキャンパスの開催について

警察本部から、「７月12日の土曜日に開催予定であるオープンキャンパスについて報告する。

当日は、警察学校の体育館をはじめ、講堂、教場、校舎前等の屋外スペースを会場として

使用し、今年度の警察官及び事務職員の採用試験対象者など84名が参加する予定である。

主な実施内容は、県警音楽隊ミニコンサート、グループに分かれての『採用試験案内と

警察職員への質疑応答』、『点検教練と警備実施訓練の見学』、『指紋採取の鑑識体験』、『白

バイ及び機動隊災害レスキュー車の展示並びに交番警察官の勤務概要や装備品紹介・着用

体験』等である。参加者に警察学校の訓練や県警察の仕事の一部を知ってもらい、採用

試験の受験につなげていきたい。」旨の報告があった。

■個別会議

○ 生活安全企画課

令和７年第２四半期における映像データの活用状況についての報告

○ 運転免許課

免許取消等処分関係に係る意見の聴取結果等の説明、決裁

○ 交通規制課

令和７年度交通規制の実施計画についての報告

○ 総務課

公安委員会あて苦情に係る調査結果及び処理結果の通知、公安委員会あて文書の受理・

処理についての説明、決裁


